
江府町告示第10号

令和５年２月27日

江府町長 白 石 祐 治

第２回江府町議会３月定例会を下記のとおり招集する。

記

１、期 日 令和５年３月６日

２、場 所 江府町役場議場

○開会日に応招した議員

加 藤 周 二 芦 立 喜 男 森 田 哲 也

川 端 登志一 阿 部 朝 親 三 輪 英 男

長 岡 邦 一 川 端 雄 勇 三 好 晋 也

○応招しなかった議員

な し
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第２回 江 府 町 議 会 ３ 月 定 例 会 会 議 録 （第１日）

令和５年３月６日（月曜日）

議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸般の報告

日程第４ 町長行財政方針説明

日程第５ 報告第１号 長期継続契約の締結状況について

日程第６ 議案第６号 江府町職員の定年引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定に

ついて

日程第７ 議案第７号 江府町犯罪被害者等支援条例の制定について

日程第８ 議案第８号 江府町個人情報保護法施行条例の制定について

日程第９ 議案第９号 江府町職員定数条例の一部改正について

日程第10 議案第10号 江府町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部改正について

日程第11 議案第11号 江府町職員の給与に関する条例の一部改正について

日程第12 議案第12号 江府町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正に

ついて

日程第13 議案第13号 江府町議会議員及び江府町長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例の一部改正について

日程第14 議案第14号 江府町特別会計設置条例の一部改正について

日程第15 議案第15号 江府町国民健康保険税条例の一部改正について

日程第16 議案第16号 江府町国民健康保険条例の一部改正について

日程第17 議案第17号 江府町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部改正について

日程第18 議案第18号 財産の取得（旧ＪＡ神奈川支所）の変更について

日程第19 議案第19号 令和５年度鳥取県日野郡江府町一般会計予算

日程第20 議案第20号 令和５年度鳥取県日野郡江府町移住促進住宅特別会計予算
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日程第21 議案第21号 令和５年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

日程第22 議案第22号 令和５年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘定）予算

日程第23 議案第23号 令和５年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

予算

日程第24 議案第24号 令和５年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（サービス事業勘

定）予算

日程第25 議案第25号 令和５年度鳥取県日野郡江府町介護老人保健施設特別会計予算

日程第26 議案第26号 令和５年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計予算

日程第27 議案第27号 令和５年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計予算

日程第28 議案第28号 令和５年度鳥取県日野郡江府町江尾財産区特別会計予算

日程第29 議案第29号 令和５年度鳥取県日野郡江府町神奈川財産区特別会計予算

日程第30 議案第30号 令和５年度鳥取県日野郡江府町米沢財産区特別会計予算

日程第31 議案第31号 令和５年度江府町簡易水道事業会計予算

日程第32 議案第32号 令和５年度江府町下水道等事業会計予算

日程第33 特別委員会の設置及び付託について

日程第34 議案第33号 令和４年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第１１号）

日程第35 議案第34号 令和４年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正

予算（第２号）

日程第36 議案第35号 令和４年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘定）補正

予算（第４号）

日程第37 議案第36号 令和４年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

補正予算（第３号）

日程第38 議案第37号 令和４年度鳥取県日野郡江府町介護老人保健施設特別会計補正予算（第

３号）

日程第39 議案第38号 令和４年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）

日程第40 議案第39号 令和４年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計補正予算（第５号）

日程第41 議案第40号 令和４年度鳥取県日野郡江府町米沢財産区特別会計補正予算（第１号）

日程第42 議案第41号 令和４年度江府町簡易水道事業会計補正予算（第２号）

日程第43 議案第42号 令和４年度江府町下水道等事業会計補正予算（第２号）
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日程第44 陳情書の処理について

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ

出席議員（９名）

１番 加 藤 周 二 ２番 芦 立 喜 男 ３番 森 田 哲 也

４番 川 端 登志一 ５番 阿 部 朝 親 ６番 三 輪 英 男

７番 長 岡 邦 一 ８番 川 端 雄 勇 ９番 三 好 晋 也

欠席議員（なし）

欠 員（１名）

事務局出席職員職氏名

事務局長 松 井 英 樹

説明のため出席した者の職氏名

町長 白 石 祐 治 副町長 八 幡 徳 弘

教育長 富 田 敦 司 総務課長 生 田 志 保

住民生活課長 松 原 順 二 産業建設課長 末 次 義 晃

教育課長 加 藤 邦 樹 会計管理者 藤 原 靖

学事担当課長 谷 田 孝 之

午前１０時００分開会

○議長（三好 晋也君） ただいまの出席議員数は９名です。

地方自治法第１１３条の規定による定足数に達していますので、令和５年第２回江府町議会３

月定例会を開会いたします。

なお、日程に先立ち、傍聴の方にお願いいたしますが、傍聴規則に従い傍聴いただきますよう

お願いいたします。

－４－



本日の議事日程は、配付のとおりであります。

直ちに議事に入ります。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（三好 晋也君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議

規則第１２５条の規定により、議長において、５番、阿部朝親議員、６番、三輪英男議員の両名

を指名いたします。

・ ・

日程第２ 会期の決定

○議長（三好 晋也君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

過般、議会運営委員会が開かれ審議された結果、議会運営委員長から答申を受けたのでお諮り

いたします。今期定例会の会期は、本日より３月２４日までの１９日間といたしたいと思います

が、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１９日間と決定いたしました。

・ ・

日程第３ 諸般の報告

○議長（三好 晋也君） 日程第３、諸般の報告を行います。初めに、議長報告を行います。１２

月議会以降の議会活動については、タブレットに配信いたしました報告のとおりであり、説明を

省略しご覧いただくことでご了承願います。

また、監査委員から各月の例月出納検査の結果報告書が、議長の手元に提出されております。

詳細については、事務局の方でご覧願います。

続いて、町長報告を行います。町長からの報告事項がありましたら、この際報告をしていただ

きます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） ３月議会におきまして、行政報告をさせていただきます。お手元の資料

に沿って主なもののみ報告をさせていただきます。まず、１ページ目でございます。上から２番

目ですが、民間複業人材との協働に関する連携協定調印式、１月３０日にオンラインでさせてい

ただきました。Another works という会社でございます。これは確か５万人くらいの登録者を持

っている会社で民間で働いている方と自治体と、自治体だけじゃなくて民間企業もなんですけど
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も、繋いで複業を斡旋しているといったような会社でございます。本町の場合、『保育園らしく

ない保育園』づくりという構想づくりについて提案をさせていただきまして、公募したところ１

４人の方が手を挙げられました。それを役場の中で書類審査をいたしまして、今、７名の方をリ

モートで面接をしているところでございます。実は、今日も午後から１名面談をするんですが、

今のところ６名やりました経過で行きますと、結構いろんなバラエティに富んだ方がおられまし

て、その中から絞り込むのがなかなか大変な作業ということですが、今日の一人が終わった時点

で最終的な人選を行いまして、また議会のほうにもご報告したいというふうに考えております。

続きまして、その下なんですが、日野郡三町で合同のDX勉強会なるものを開催いたしました。こ

れは、県の情報センターさんにお願いしてセッティングしていただいたんですけれども、ガバメ

イツさんという会社が愛媛県のほうにございまして、そちらのほうからいろいろとお話を伺いま

した。私がちょっと気になったのが、実は今、公務員でなくても出来る業務っていうのがありま

して、これをノンコア業務っていうんですけれども、それを職員から切り離すことによって、職

員は例えば、住民の皆さんからのお話を聞くとか、あるいは現地に行って何かをするとか、新し

いアイディアを生み出すとか、そちらのほうにリソースをシフトできるといったようなお話でご

ざいました。今、８０％以上が紙のほうに依存しているということで、紙を媒介とすることによ

って、業務量が増えているということだそうでございます。ですので、このペーパーレスの流れ

を上手く使って業務量を減らしていって、それをより有効な業務に振り替えていきたいというふ

うに考えております。その次のページでございます。そこの一番下のほうにもDXに関する研修会、

これは職員を対象にして行いました。出前講座ということで中国情報通信局から、あるいはセキ

ュリティ対策、デジタル利活用の研修ということで、トレンドマイクロさんというウイルスバス

ターというソフトを作っとられる会社から来ていただいて研修を行ったところでございます。続

きまして、次のページでございます。一番上に自然塾準備室というふうに書いておりますが、奥

大山ＳｎｏｗＦｉｅｌｄＦｅｓというものを開催いたしました。あまりニュースとかにはならな

かったんですけれども、２月の５日にエバーランド奥大山のゲレンデじゃない側、建物のちょっ

と手前のほうなんですけれども、そこにピステンで固めてそり遊びとか雪遊びも出来るスペース

も作りまして、バスで住民の皆さんお子さん連れで３５人ほど来ていただいて遊んでいただいた

ということでございます。結構、こういった使い方をすると地元の皆さん喜んでいただけるなと

いうのを実感したところでございますので、今後、奥大山自然塾と併せまして、こういった活用

のほうも考えていけたらなというふうに考えております。その下でございます、ふるさと納税、

これはいつもいつものお話なんですけれども、改めてまた報告いたしますと合計が書いてないも
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ので合計を申し上げます。２月までの累計の件数なんですが２万６，５３７件でございます。昨

年が、１万７，１１９件ということですので、５５％ほど上がっているところでございます。続

きまして、金額でございます。２月末で５億４，６９２万３，０００円でございます。昨年度が

４億４，５８５万８，０００円ですので、こちらは２２％の増でございます。ここで改めてご報

告しておきたいんですけれども、これはどちらの数字にもガバメントクラウドファンディングの

金額は入っておりますので、それも含めた金額だということをご承知いただければというふうに

思います。最後なんですが、次のページをお願いいたします。真ん中あたりに移住定住で佐川の

地域交流拠点施設募集要項説明会と書いてございます。１月２７日に説明会を行いまして、現在、

参加表明をされたところが１事業体ございました。ですので、これを３月２３日にプロポーザル

審査を行いまして、出来れば３月２４日の議会に報告をさせていただきたいというふうに考えて

おります。簡単ですけど報告のほう以上で終わらせていただきます。ありがとうございます。

・ ・

日程第４ 町長行財政方針説明

○議長（三好 晋也君） 日程第４、町長行財政方針説明。町長から行財政方針の説明を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） そうしますと、令和５年度行財政方針を申し上げます。

令和５年度当初予算案のご審議をお願いするにあたり、私の町政運営に対する考え方を申し述

べ、議員各位並びに町民のみなさまのご理解、ご協力と、まちづくりにつきましてさらなる積極

的なご参加を賜りたいと存じます。

３年前から始まった新型コロナウイルス感染症に加え、昨年２月からはロシアによるウクライ

ナ侵攻が始まり、いずれも未だ収束に至っておりません。北朝鮮によるミサイル発射、地球温暖

化による急激な気候変動とその影響による異常気象、物価高騰など先行き不透明で不安なことも

多い昨今、町民のみなさまの生活が少しでも良くなるようにと必要な施策を講じてまいりました。

今後も国や県の動向を注視しながら、デジタル田園都市国家構想や異次元の少子化対策など、

江府町の持続的な発展に必要な施策に重点的に取り組んでまいります。

そして、コロナ禍により開催を取りやめ縮小することになった事業も数多くあります。コロナ

の状況にもよりますが、伝統行事である江尾十七夜や希望される集落に出向いての防災対策を始

めとした行政説明会なども実施します。

それでは、令和５年度の主要施策についてご説明申し上げます。

まず、移住定住の促進です。
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持続可能な３０００人の楽しい町をつくるためには、人口の社会減を食い止め社会増に転じる

施策を講じることが喫緊の課題だと考えます。

ここ数年、江府町への移住に関心を持つ人も増えてきていますが、居住する場所が不足してい

るため移住につながっていないケースも多々あります。そのため、現在、佐川地区に移住定住促

進住宅と交流拠点施設の整備を民間と連携する形で進めております。令和５年度中に住宅への入

居を募集する予定でございます。旧役場庁舎跡につきましても、住宅分譲地として活用できない

か検討するとともに、遊休施設の用地化、空き家の活用についても引き続き検討してまいります。

併せて、子育て支援や教育環境の整備も重要です。保育料の無償化、通学に係る交通費の支援

等に加えて、昨年度から義務教育学校の給食費の無償化、さらに高校生がいる世帯までの光回線

使用料の支援を始めたところです。いもこ塾、まなびや縁側、オンスタ★学習塾などの学びの支

援、奥大山江府学園のふるさと魅力発信科によるふるさと教育の充実による学びの支援も充実さ

せていきます。

また、町の魅力づくりと情報発信にも力を入れていきます。「水」のふるさと奥大山ＳＤＧｓ

宣言により、江府町の自然環境を大切にする姿勢が鮮明になりました。５月には環境教育の拠点

として奥大山自然塾を開校、さらに木谷沢渓流の整備も進めます。せせらぎ公園を始めとした町

内の公共施設を昨年１１月に協定を締結したｔｅｎｒａｉ株式会社と連携協力して再生、有機的

に結びつけ江府町をプラネタリーヘルスに関する学びと実践の拠点にしていきます。

そして、このところ江府町で起業をされる方や活動をされるグループ、団体、芸術家も増えて

おります。江府町で活躍されるみなさんを積極的に支援し、事業や活動に弾みをつけていただく

とともに、町の魅力として全国に情報発信してまいります。このことにより、江府町でぜひ起業

してみたい、活動してみたいという人が一人でも増えるように努力してまいります。

続きまして、ＤＸの推進です。

「安全、安心、健康に暮らせる町」は、楽しく暮らせるための大前提です。従来にも増して顔

の見える距離感という利点を活かして、町のみなさんに寄り添った行政を進めていきます。その

ためには、奥大山クレドの実践と職員の意識改革はもちろんのこと、業務改善による生産性の向

上が欠かせません。本年度からＩＤホールディングスから専門人材を受け入れ、役場内のＤＸを

進めております。新年度からはさらに組織・人事コンサルティング会社のリンクアンドモチベー

ションの協力のもと、科学的な方法を導入して、職員のエンゲージメントの向上に取り組みます。

今後、江府町が持続的に発展していくためには、従来の施策に加えて積極的な「共創」の取り

組みが不可欠と考えます。昨年度からソフトバンク、本年度からＩＤホールディングス、ｔｅｎ
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ｒａｉ株式会社と連携協定を結び、これまでになかった取り組みをしております。新年度はさら

に、リンクアンドモチベーション、Another works 、トレンドマイクロとも江府町の未来に向け

ての仕事をともに創りたいと考えます。また、鳥取大学、鳥取県文化振興財団とも連携し、学術、

文化の面でも一層飛躍できるよう努めてまいります。

令和５年度は、江府町制施行７０周年の記念すべき年であります。今日の江府町を創って来ら

れた先人に感謝するとともに、江府町を「未来に夢が描ける町」にする節目の年になると考えて

おります。「よき伝統を守りながら進歩に目を閉ざさないことによって「理想」を創造する」

「不易流行」の精神でこれからの町政を進めていきますので、ご理解、ご協力のほどよろしくお

願いいたします。以上でございます。

・ ・

日程第５ 報告第１号

○議長（三好 晋也君） 日程第５、報告第１号、長期継続契約の締結状況についてを議題としま

す。

町長から報告をお願いします。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 報告第１号でございます。長期継続契約の締結状況についてでございま

す。本報告は、江府町長期継続契約を締結することが出来る契約を定める条例第４条の規定によ

り、令和４年度において締結いたしました、長期継続契約の状況を報告いたすものでございます。

○議長（三好 晋也君） 生田総務課長。

○総務課長（生田 志保君） 失礼します。議案綴りをお願いいたします。次のページをご覧くだ

さい。江府町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例に基づきまして、令和４年

度から翌年度以降も継続する７件の契約につきまして報告するものでございます。対象は、ソフ

トウエア、公用車、AED などの使用料で詳細につきましては、記載のとおりですので、ご覧いた

だきたいと思います。説明は以上です。

○議長（三好 晋也君） 日程第５、報告第１号は、報告のみでありますが、この際質疑があれば

行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので、質疑を終結いたします。

以上で報告は終了いたします。

・ ・
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日程第６ 議案第６号 から 日程第１７ 議案第１７号

○議長（三好 晋也君） 日程第６、議案第６号、江府町職員の定年引上げ等に伴う関係条例の整

備に関する条例の制定についてから、日程第１７、議案第１７号、江府町家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正についてまで、以上、１２議案を一括議題とい

たします。

町長から提案理由の説明を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） ただいま、ご上程いただきました議案についてご説明いたします。

まず、議案第６号でございます。江府町職員の定年引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条

例の制定についてでございます。本案は、地方公務員法等の一部改正に伴い、江府町職員の定年

等に関し関係条例を整備いたすものでございます。

続きまして、議案第７号でございます。江府町犯罪被害者等支援条例の制定についてでござい

ます。本案は、犯罪被害者支援に関し基本理念を定め、町及び町民の責務、支援の基本となる事

項を規定いたすものでございます。

続きまして、議案第８号でございます。江府町個人情報保護法施行条例の制定についてでござ

います。本案は、「デジタル社会の形成を図る為の関係法律の整備に関する法律」が公布され、

地方公共団体に個人情報の保護に関する法律が一律に適用されることに伴って、法から委任され

ている「条例で定めなければならないもの」等を規定いたすものでございます。

続きまして、議案第９号でございます。江府町職員定数条例の一部改正についてでございます。

本案は、職員を条例定数の外に置くことにできる要件及びこの要件消失の際の取扱いを追加する

ため、所要の改正をいたすものでございます。

続きまして、議案第１０号でございます。江府町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部改正についてでございます。本案は、生活保護に係る嘱託医のうち、個

人委託している「歯科」「精神科」の医師を非常勤特別職とするため所要の改正をいたすもので

ございます。

続きまして、議案第１１号でございます。江府町職員の給与に関する条例の一部改正について

でございます。本案は、職務の級のうち３級及び４級に統括保健師を規定するため、所要の改正

をいたすものでございます。

続きまして、議案第１２号でございます。江府町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部改正についてでございます。本案は、令和３年の人事院勧告に基づき、給料の号給
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値、期末手当の支給月数について所要の改正をいたすものでございます。

続きまして、議案第１３号でございます。江府町議会議員及び江府町長の選挙における選挙運

動の公費負担に関する条例の一部改正についてでございます。本案は、公職選挙法施行令の改正

に伴い、選挙公営に要する経費に係る限度額が引き上げられたため、所要の改正をいたすもので

ございます。

続きまして、議案第１４号でございます。江府町特別会計設置条例の一部改正についてでござ

います。本案は、特別会計を新設及び廃止する必要が生じたため、所要の改正をいたすものでご

ざいます。

続きまして、議案第１５号でございます。江府町国民健康保険税条例の一部改正についてでご

ざいます。本案は、国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が令和５年２月１日公布され、

令和５年４月１日から施行されることに伴い所要の改正を行うことと、令和５年度からの江府町

国民健康保険税の税率改正を行うため条例の一部改正を行うものでございます。

続きまして、議案第１６号でございます。江府町国民健康保険条例の一部改正についてでござ

います。本案は、健康保険法施行令等の一部を改正する政令が令和５年４月１日に施行されるこ

とに伴い、所要の改正を行うものでございます。

続きまして、議案第１７号でございます。江府町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正についてでございます。本案は、児童福祉法に基づき厚生労働省令で

定める家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準が一部改正されたことに伴い、所要の改正

をいたすものでございます。

以上、議案第６号から第１７号につきましては、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によ

り、議会の議決を得たく提案するものでございます。なお、議案の詳細につきましては、担当か

ら説明させますので、ご審議ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（三好 晋也君） 生田総務課長。

○総務課長（生田 志保君） 失礼します。たくさんありますが、一度に全部説明させていただけ

ばいいでしょうか。

○議長（三好 晋也君） よろしいです。

○総務課長（生田 志保君） そういたしますと、議案第６号、江府町職員の定年引上げ等に伴う

関係条例の整備に関する条例の制定についての説明をさせていただきます。議案綴りと別に本会

議資料を簡単に付けておりますのでご覧ください。江府町の定年延長制度の導入にあたりまして、

関係条例の整備に関する条例の制定についてでございます。公務員の定年延長につきましては、
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令和３年６月に交付されました、地方公務員法の一部を改正する法律によりまして、令和５年４

月１日から段階的に定年を引き上げること、それからこれに伴いまして、役職定年制、定年前再

任用短時間勤務制などを導入することが定められました。本町の人事、給与、勤務等を定める関

係１０条例もこの影響を受けますことから、これらにつきまして一括して整備をするものでござ

います。ちなみに本会議資料に簡単な表を上のほうに載せておりますが、段階的引き上げの適用

がこのとおりとなります。参考までに表の下の括弧内の数字、こちらはこの該当となります本町

の職員数でございます。それでは各条例の改正概要についてご説明いたします。まず、本会議資

料に掲げておりますが、（１) 江府町職員の定年等に関する条例です。現行定年６０歳でありま

すが、令和１３年３月３１日まで2 年ごとに段階的に引き上げ、６５歳までとするものでござい

ます。医師、歯科医師についてはこれを現行６５歳を７０歳まで引き上げることとする、これを

規定しております。またここに医師、歯科医師を除きます、管理監督職の上限年齢を６０歳とす

るという規定を新設します。管理監督職といいますのは、管理職手当が支給されております対象

職種でございまして、課長、参事、所長、園長、などとなりますが、これらの場合は６０歳に到

達した最初の４月１日、つまりこれまでの６０歳定年という年になった翌年度からは管理職でな

く、課長補佐級以下に降任するという形になります。ただし、この特例ということで、職務によ

って高度の知識、技能を要する、勤務環境、勤務条件の特殊性、降任や交替することで業務執行

上、著しい支障が生ずる、余人をもって代えがたいといった理由がある場合にこの上限年齢を適

用しないことができるということも規定しております。そして、この条例で、もう一つ新設する

規定が、定年前再任用短時間勤務制というものの導入でございます。こちらは、６０歳に到達し

た以降、退職した者を従来の勤務実績に基づいて、定年前再任用短時間勤務職員として定年退職

の日までの任期で再任用することが出来る、基本定年延長していけば、ずっとフルタイムで働く

ことになりますけれども、６０歳以降この短時間勤務という選択も出来るということになります。

次に、本会議資料に載せております（２）江府町職員の給与に関する条例です。給料月額、この

定年に伴いまして、給料月額６０歳到達の最初の４月１日以降は、その前年度３月３１日に支給

されていた給料の１００分の７０を乗じて得た額、つまり７割になるという根拠を整備するもの

でございます。この関連で、本会議資料に掲げております（３）江府町職員の分限に関する手続

き及び効果に関する条例、こちらのほうに職員を降任した場合、減給することができるという規

定を新設いたします。また、４番の江府町職員の懲戒の手続き及び効果に関する条例、こちらに

管理監督職上限年齢、つまり６０歳到達後１００分の７２減じるときの根拠、これを規定いたし

ます。悪いことはしてないんですけども、懲戒とか分限という形で下がるという形になります。
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次に本会議資料の（５）職員の勤務時間、休暇等に関する条例から（９）江府町職員の公益的法

人等の職員の派遣等に関する条例、こちらの改正は法令から引用されている、条文とかそういっ

た言葉などの部分を整備するものです。条例中にあります、今の再任用職員それから再任用短時

間勤務職員という言葉を定年前再任用短時間勤務職員と読み替える、これが主な改正になってい

るかなというふうに思います。最後に１０番、江府町職員の再任用に関する条例です。こちらは、

定年引上げに伴い廃止をいたします。但し、段階的定年引上げの間、現行と同様の再任用制度を

適用いたしますので、これが今後暫定再任用制というふうに言われるんですけども、こちらに関

する規定を附則のほうで規定をいたします。以上の施行期日は、一部規定を除くものがあります

けれども、令和５年４月１日でございます。この他、地方公務員法の中で６０歳到達１年前まで

に以降の任用給与、退職手当等に関する情報を提供したうえで、その勤務の意思を確認すること

ということが定められておりますので、こちらは適宜行っていくこととしております。何分複雑

な制度でございますので、なかなか全て完璧に説明することができたとは思いませんけれども、

以上のようなことで定年が段階的に延長されてまいります。

続きまして、議案第７号です。江府町犯罪被害者等支援条例の制定についてをご説明させてい

ただきます。また議案綴りと別に本会議資料をご覧になってください。本条例の制定の背景です、

全ての住民が被害者となる可能性があります中、被害者は憔悴した心身状態で警察、検察官の事

情聴取や裁判の対応、損害賠償訴訟等経験のない事象の手続きを行わなければなりません。更に

日常生活面でも多くの負担が必要となりますが、加害者に保証されております国選弁護でありま

すとか、刑務所等の衣食住、入院、治療の保障に比べまして、被害者補償は極めて少ない状況に

あります。住民にもっとも身近な自治体として被害者等の生活や権利を守り、日常生活や社会生

活を早期に取り戻すことに繋げる、こちらを目的とし条例を制定しようとするものです。本会議

資料に条例の概要を掲げております。まず、第１条に条例の目的、第２条に用語の定義、第３条

では条例の基本理念を規定します。そして第４条に基本理念に則り行う町の責務、第５条では被

害者支援の必要性の理解、町の施策への協力義務など、町民の責務について規定をしております。

こちらでいう町民については、町内で働いていらっしゃる皆様も包括しております。第６条に町

が相談助言を行うこと、それからこの窓口の設置について規定しています。第７条から９条には

見舞金の支給、支給に関する事項を規則で定めること、それから生活や居住の安定を図るための

支援を行うことについてを規定し、広報や啓発について最後の第１０条に定めております。附則

として、施行期日は、令和５年４月１日とするものでございます。

続いて、議案第８号、江府町個人情報保護法施行条例の制定についてご説明させていただきま
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す。また、同じく議案綴りと別に本会議資料を付けておりますのでご覧になってください。個人

情報の取り扱いについては、これまで国の行政機関や独立行政法人等、それから地方公共団体、

地方独立行政法人、民間事業者などそれぞれの機関を対象とする法律や条例によって、その取扱

いが別々に規定されてまいりました。令和３年５月にデジタル社会の形成を図る為の関係法律の

整備に関する法律こちらが成立したことに伴いまして、いわゆる個人情報保護法が改正されまし

た。個人情報の保護に関する法律が一律に適用されることになり、令和５年４月からは、この規

定が共通ルールとして本町にも適用されることとなります。改正法で委任されました事項等定め

るために本条例を制定するものです。本会議資料に条例に規定することが必要な事項、ガイドラ

インによる条例に規定することが可能な事項を定めた条例の概要を掲げております。条例の概要

ですが、まず、第１条でこの条例の目的・趣旨、それから第２条で、この条例で使用する用語の

定義、運用規定の統一化を求められる機関等を明記しております。第３条では、現行、情報公開

条例で不開示とされている個人の不開示の情報です。改正法では、こちらは不開示とされていな

い事項もありますので、これを引き続き不開示とする旨を規定しております。第４条では、開示

請求に係る手数料。それから第５条では、審査会への諮問につきまして従前に続き、鳥取県西部

町村情報公開個人情報保護審査会へ諮問できるということを規定しております。第６条で町が取

り扱う個人情報の事務の開始、変更、配信手続きについて。それから第７条では、この条例の施

行に関しまして、必要な事項の規則委任について規定しております。附則第１条で施行期日を令

和５年４月１日とすること。それから条例の廃止ですけれども、第２条で江府町個人情報保護条

例の廃止について規定をしております。そして、附則の第３条です。旧条例で規定されておりま

す、守秘義務については、廃止後も従前のとおりとすること、それから条例施行日の前の日まで

に、前の条例の規定によりましてなされた個人情報取扱事務の届出、こちらについては、新しい

条例の規定によりなされたものとされること。それから、旧条例に基づき開示請求がなされた場

合の取り扱い、それから審査会に諮問した場合の調査、審議の取り扱い、こちらについては、旧

条例の例によることということを規定しております。

続きまして、議案第９号、江府町職員定数条例の一部改正についてをご説明させていただきま

す。こちらについては、議案書のほうをお願いします。最初、説明しております、定年延長に伴

いまして、一時的に定数内職員が増加することが見込まれます。しかし、これに伴って、採用を

抑制することは、長期的な行政運営に支障が出ることとなります。この度のこの改正は、これま

で実際には業務に従事していないにもかかわらず条例の職員定数に含まれていた事例について、

一時的に定数外に置くということを可能にする、そして、定数を実質的なものに整理して一時期
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的な職員の増加に対応するものでございます。次のページの新旧対照表をご覧ください。第２条

の第２項に定数の外に置くことのできる職員ということで、１号から７号までを規定しておりま

す。続く第３項には、定数の外に置く理由が消滅した場合、つまり復職する場合この特例を規定

します。復職後１年間は、そこの職員の人数を定数外とすることができる。但し、心身の故障、

病気のため体に大きな負担のかかる手術をされたとか、それで休職に至った、またメンタルに支

障をきたして休職をしたというようなことが起きた場合には、この場合は、これを１年ではなく

て当分の間というふうに読み替えるというものでございます。附則に施行期日、令和５年４月１

日ということで規定をいたしております。

続いて、議案第１０号、江府町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正についてでございます。議案書をお願いいたします。これは生活保護に係る嘱託医を

非常勤特別職に位置づけようとするものでございます。この嘱託医は、単なる診療ではなくて、

保護上の医療補助が必要かどうかを判断する職務、これを行っていただくという性質上、その適

否が委託先の個人の意思に責任に委ねられるべきではない、そういう観点から非常勤特別職とし、

同時に報酬を規定するものです。次のページの新旧対照表をご覧ください。嘱託医審査が必要な

のは、医科、歯科、精神科でございますけれども、この内、医科については、日野病院への法人

委託となっております。この度、非常勤特別職として規定しようとするものは、左側改正後の歯

科医及び精神科医となります。附則として、施行期日、令和５年４月１日を規定しております。

次に、議案第１１号、江府町職員の給与に関する条例の一部改正についてでございます。議案

書をお願いします。これは、条例第３条第３項に規定する、職員の職責に応じた職務職階表に保

健師に係る新たな職名を規定するものでございます。次ページの新旧対照表をご覧ください。保

健師は専門的知識を要しまして、複雑多岐にわたる業務を行っておりますが、これまでは経験年

数最長の者、年長者こちらが慣例で指導総括にあたってまいりました。職責を伴う明確な職名が

定められておりませんでしたので、この度、県や他の自治体でも一般的に使われております、統

括保健師、こちらを条例に明記することによりまして、その職責を明確にしようとするものでご

ざいます。左側改正後の３級に統括主幹保健師、同じく４級に統括保健師こちらを追加いたしま

す。附則として、施行期日令和５年４月１日を規定しております。

続いて、議案第１２号、江府町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正

についてです。こちらも議案書をお願いします。これは令和３年の人事院勧告に基づきまして、

期末手当の支給月数と給料表の各号給値を改正するものです。ご承知いただいておりますとおり、

令和３年の人事院勧告につきましては、国の法改正時期の影響により令和４年度に職員の給与に
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関する条例等を改正し、所要の遡及措置を行いました。但し、会計年度任用職員につきましては、

単年度更新であることから年度中途での勤務条件の改定、遡及は行っておりません。次のページ

の新旧対照表をご覧ください。第３条第２項、期末手当の月数につきまして、改正前１００分の

１２７．５であったものを、左側改正後１００分の１２０に。それから第３条に係る給料表につ

きまして、左側の改正後の号給値を適用しようとするものでございます。附則として、施行期日、

令和５年４月１日を規定しております。

次に、議案第１３号、江府町議会議員及び江府町長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例の一部改正についてでございます。議案書をお願いいたします。昨今の物価高騰を鑑み、

令和４年４月に公職選挙法施行令が改正されまして選挙講演に要する経費、こちらに係る限度額

が引き上げられました。この引き上げに準じまして、町条例の改正を行うものでございます。次

ページ以降の新旧対照表をご覧ください。選挙運動用自動車の使用について第３条第２項になり

ます。候補者一人当たり３５，８６０円であったものを、改正後３６，３００円とします。この

内訳は、第５条第１項第１号のアで車用の使用料１５，８００円であったものを１６，１００円

に、それからその次のイというところで車両に係る燃料代７，５６０円であったものを７，７０

０円に引き上げるものです。これに運転手に係る経費も含まれておりますけれども、この度の施

行令では、改正されておりませんので、これは据え置きといたします。続いて、第７条、第９条

は、選挙運動用ビラについて、それから、第１２条は同じくポスターについて規定をしておりま

す。ビラの単価７円５１銭であったものを７円７３銭に、それからポスターの単価５２５円６銭

であったものを５４１円３１銭に引き上げるものです。そして、第２条にあります追加で交付さ

れるポスターの規格費部分ですが、こちらは施行令と同様の額にしておりませんで、引き上げ率

のほうを適用します。４０，０００円であったものを４１，０００円に引き上げといたします。

附則として、施行期日を交付の日とし、摘要区分、条例の施行日以降にその期日を告示される選

挙というふうに規定をしております。

次に、議案第１４号、江府町特別会計設置条例の一部改正についてでございます。議案書をお

願いします。本案は、業務終了開始に伴って、特別会計を廃止、新設するものでございます。次

ページの新旧対照表をご覧ください。右側改正前の（２）住宅新築等貸付事業特別会計ですが、

こちらは住宅の新築に伴います起債の償還、それから当事者からの現年分の償還が終了しました

し、現在は滞納分の元利償還を歳入で受けるのみの状態となっておりますので、この度、特別会

計を廃止し、今後償還される歳入については一般会計で引き継ぎたいと考えております。それか

ら、左側改正後です、新設の（２）移住促進住宅特別会計は移住促進住宅を多年に渡り運営して
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いくことにあたりまして、経理の都合上、一般会計と区分して管理する必要がありますので、地

方自治法第２０９条第２項の規定に基づいて設置するものでございます。附則といたしまして、

施行期日、令和５年４月１日。経過措置として廃止する住宅新築等貸付事業特別会計の令和４年

度以降の歳入歳出の取り扱い、こちらのほうを規定しております。総務課の説明は以上です。

○議長（三好 晋也君） 松原課長。

○住民生活課長（松原 順二君） 失礼します、議案第１５号、江府町国民健康保険税条例の一部

改正について説明させていただきます。こちらにつきましては、本会議資料の５枚目をご覧いた

だければと思います。今回の条例改正につきましては、国民健康施行令の改正に伴うものと、あ

とは税率の変更に伴うものが大きくふたつでございます。まず、国民健康保険税施行令の改正に

伴うものでございますが、こちらにつきましては、施行令が一部改正されましたので、それに伴

いまして、税条例を改正するものでございます。中身につきましては、後期高齢者支援金等賦課

金、賦課限度額を現行の２０万円から２万円増額しまして２２万円に改正するものでございます。

これに伴いまして、一世帯当たりの国民健康保険税の最高額は、１０２万円から１０４万円まで

となります。続きまして、低所得者に対する被保険者の均等割額、平等割額を軽減する所得判定

基準の見直しについてでございます。こちらにつきましては、所得軽減につきましては、７割５

割２割軽減があるんですけども、今回見直しさせていただきますのは、５割軽減と２割軽減につ

いてでございます。こちらにつきましても、所得判定基準を現行のそれぞれ５割軽減が２８万５，

０００円から５，０００円増の２９万円。２割軽減が現行の５２万円から１万５，０００円増の

５３万５，０００円に変更するものでございます。続きまして、税率の変更についてでございま

す。国民健康保険税につきましては、資産割り、固定資産税の税額に基づきまして税額が設定さ

れておりますが、これにつきましては、近隣市町村等、導入が徐々に無くなりつつあるというこ

とと、なかなか資産割りと言いますと町外に資産があった場合になかなか把握しにくいというこ

ともありまして、鳥取県全体では無くす動きになります。また、国民健康保険につきましては、

すでに鳥取県一本となっておりますが、将来的には税率も統合化していくことが計画されており

まして、令和６年度あたりに工程を詰めるというような予定になっております。その流れの一環

としまして、昨年度から３年間かけて資産割りを廃止することとさせていただいておりまして、

来年度につきましては資産割りそれぞれ医療分、後期高齢者医療支援分、介護分、それぞれ資産

割りの金額が率が設定してありますが、医療分につきましては５％削減しまして１０％から５％、

それから支援分につきましては、３％から１．７％、介護分につきましては、３．６％から１．

８％という形で半減させていただくような計画にさせていただいております。それに伴いまして、
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所得割、均等割り、平等割を資産割りが減額した分をそちらのほうに割り振るという形にさせて

いただいております。令和６年度につきましては、資産割りは廃止というような形にもっていか

せていただければというものでございます。より詳しくは、議案書の条例の改正案について新旧

対照表に載っておりますが、こちらの率に基づきまして、それぞれ７割、５割、２割軽減世帯ご

と、それから特定世帯、特定継続世帯以外という形で、それぞれ税率を細かく改正案を載せてお

りますので、そちらをご覧いただければと思います。施行期日は、令和５年４月１日からとして、

令和５年度から税率変更をさせていただければというものでございます。

続きまして、議案第１６号、江府町国民健康保険条例の一部改正について説明させていただき

ます。こちらにつきましても、本会議資料の次のページをご覧いただければと思います。こちら

につきましては、国の社会保障審議会におきまして、出産育児一時金の額を令和５年４月から全

国一律で８万円増額すべきということになりまして、江府町もそれにならいまして増額するもの

でございます。現行の改正前、出産育児一時金が４０万８，０００円でございますが、これを８

万円増額しまして、４８万８，０００円とするものでございます。施行期日は、令和５年４月１

日からでございます。以上でございます。

○議長（三好 晋也君） 加藤教育課長。

○教育課長（加藤 邦樹君） そうしますと、議案第17号をご説明させていただきます。江府町家

庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正についてでございます。趣

旨につきましては、児童福祉法に基づき、厚生労働省令で定める家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準が改正されたことに伴う条例改正でございます。そうしますと、議案綴りの次の

ページの新旧対照表をご覧ください。新旧対照表の２ページ目でございます。７条の２と３が新

設でございます。７条の２は、安全計画の策定等の義務付けがなされております。続いて、７条

の３でございますが、自動車を乗降する際の乳幼児の所在確認の義務付け、この２点が新設でご

ざいます。続いて、その下１３条は、民法における親権者の懲戒刑に関わる規定が削除されたこ

とに伴い、懲戒に係る権限の濫用禁止関する規定を今回削除ということでございます。続いて、

条例番号が１３条にずれるんですけれども、こちらは、衛生管理等に関する規定でございまして、

職員に対して感染症及び食中毒の予防、蔓延防止のための研修や訓練を定期的に実施するよう義

務付けたというところが新設でございます。施行期日等につきましては令和５年４月１日から施

行するということでございます。以上です。

○議長（三好 晋也君） これより議案等に対する質疑を行います。

質疑は、１議案ごとに処理進行いたします。
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日程第６、議案第６号、江府町職員の定年引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定

について。

議案第６号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

日程第７、議案第７号、江府町犯罪被害者等支援条例の制定について。

議案第７号の質疑を行います。

森田議員。

○議員（３番 森田 哲也君） 議案自体の中身については賛成ではありますが、ここにあります

見舞金は町長が規定でということなんですが、大体どれぐらいを目途に規定されるのかお伺いし

たいと思います。

○議長（三好 晋也君） 生田課長。

○総務課長（生田 志保君） 失礼します、どれぐらいといいますと時期的なものでしょうか。

（「金額」と発言する者あり）

○議長（三好 晋也君） 白石町長。

○町長（白石 祐治君） 今の時点で幾らというのは決めておりませんけれども、県内で既に先行

されているところもございますので、その辺りをちょっと参考にしながら決めていきたいなとい

うふうに考えております。

○議長（三好 晋也君） 他に質疑はございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

日程第８、議案第８号、江府町個人情報保護法施行条例の制定について。

議案第８号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

日程第９、議案第９号、江府町職員定数条例の一部改正について。

議案第９号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

日程第１０、議案第１０号、江府町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
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条例の一部改正について。

議案第１０号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

日程第１１、議案第１１号、江府町職員の給与に関する条例の一部改正について。

議案第１１号の質疑を行います。

阿部議員。

○議員（５番 阿部 朝親君） ３級に新たに統括主幹保健師いうのができますけども、その隣に

あります主幹保健師と、それから４級にあります統括保健師との仕事の中身的なものはどのよう

に違いますでしょうか。

○議長（三好 晋也君） 生田総務課長。

○総務課長（生田 志保君） 先程、提案説明で申しましたとおり、実際には主幹保健師、例えば

何人かおりましても、その中で年長者のものが統括的な業務を行っております。みんなの仕事の

状況を見たりですとか、指導したりですとか。そういったことに職名がついておりませんでした

ので、改めて統括ということを付けて職務を明確にしようというものでございます。主幹保健師

については、何人か経験により主幹になってまいりますので、何人か主幹保健師というもが出て

くる可能性はございます。そして、４級には統括保健師だけとなっておりますけれども、こちら

について課長補佐という形で課内の全体的なものに目を配るということもございますので、事例

には課長補佐そして統括保健師という２段書きで執行しようというふうに考えております。以上

です。

○議長（三好 晋也君） 他に質疑はございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

日程第１２、議案第１２号、江府町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

改正について。

議案第１２号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

日程第１３、議案第１３号、江府町議会議員及び江府町長の選挙における選挙運動の公費負担

に関する条例の一部改正について。
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議案第１３号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

日程第１４、議案第１４号、江府町特別会計設置条例の一部改正について。

議案第１４号の質疑を行います。

森田議員。

○議員（３番 森田 哲也君） この度、新しく移住促進住宅特別会計が出来るわけですが、その

主な歳入項目、歳出項目っていえば、どんなものが上がるんでしょうか。

○議長（三好 晋也君） 松原住民生活課長。

○住民生活課長（松原 順二君） 失礼します、この度の当初予算の特別会計の予算にも計上させ

てはいただいておりますが、主に家賃収入、あるいは町の繰入金、そういったものでございます。

○議長（三好 晋也君） よろしいですか。他にございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

日程第１５、議案第１５号、江府町国民健康保険税条例の一部改正について。

議案第１５号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

日程第１６、議案第１６号、江府町国民健康保険条例の一部改正について。

議案第１６号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

日程第１７、議案第１７号、江府町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部改正について。

議案第１７号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

・ ・

日程第１８ 議案第１８号

○議長（三好 晋也君） 日程第１８、議案第１８号、財産の取得（旧ＪＡ神奈川支所）の変更に
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ついてを議題といたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 議案第１８号でございます。財産の取得（旧ＪＡ神奈川支所）の変更に

ついてでございます。本案は、令和５年江府町議会第１回臨時会で議決を得た財産の取得につい

て、変更の必要が生じたため、地方自治法第９６条第１項第８号及び江府町議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を得たく提案いた

すものでございます。なお、議案の詳細につきましては、担当から説明させますので、お聴き取

りの上、ご審議ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（三好 晋也君） 生田総務課長。

○総務課長（生田 志保君） 失礼いたします。財産の取得の変更についてご説明させていただき

ます。議案書の次のページをご覧ください。取得する財産の内訳と所在は変わっておりません。

３番、取得金額の変更でございます。建物変更前、８４２万５，５４２円でしたけれども、次の

下に変更の理由を書いております。建物の内、先程、阿部議員さんからお話がありましたけれど

も、倉庫部分の屋根が破損をしまして、修繕を要する、修繕するにはこの相当する金額７４万８，

０００円がかかるであろうという見積もりをいただきまして、これを取得金額から減額すること

といたしました。変更後の額は７６７万７，５４２円です。取得の相手方も変わりませんので省

略をさせていただきます。説明は以上です。

○議長（三好 晋也君） 議案第１８号の質疑を行います。

阿部議員。

○議員（５番 阿部 朝親君） 先程、全協のときに６，２００万事業をやられるということでそ

のときにも伺ったんですけども、とりあえずの予算は予算だと、はぐってみないと分からないと

ころがたぶんにあるということでございましたが、この７４万８，０００円というのはそれなり

に調査をされて決められた金額なんでしょうか。それとも、大体この程度だということで決めら

れた金額なんでしょうか。

○議長（三好 晋也君） 白石町長。

○町長（白石 祐治君） これはＪＡさんからの財産の取得ということで、提案をしているもので

ございます。当初は、課税している標準額でもって決めさせていただいたんですけれども、ＪＡ

さんのほうから申し出がございまして、この金額が修繕が必要なので減額させてほしいという申

し出がございましたので、それを受けて減らすものでございます。以上です。
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○議長（三好 晋也君） 他にございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので質疑を終結します。

・ ・

日程第１９ 議案第１９号 から 日程第３２ 議案第３２号

○議長（三好 晋也君） 続いて、日程第１９、議案第１９号、令和５年度鳥取県日野郡江府町一

般会計予算から、日程第３２、議案第３２号、令和５年度江府町下水道等事業会計予算まで、以

上、１４議案を一括議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 議案第１９号、令和５年度鳥取県日野郡江府町一般会計予算から議案第

３２号、令和５年度江府町下水道等事業会計予算まで、これら１４議案の提案にあたりまして、

本町の財政状況について述べさせていただきます。

まず、起債残高は、普通会計で約４５億３，８００万円。特別会計、公営企業会計と併せます

と約７４億１，１００万円となります。令和３年度決算統計の速報値からみますと、地方債の町

民１人当たりの財政負担は１７１万１，０００円となり、県内町村の平均９４万４，０００円よ

り７６万７，０００円多くなっています。県内では２番目に多い水準でございます。

また、財政調整基金を始めとする基金残高は、令和４年度末で約１８億５，７００万円であり、

昨年度末から約２億９，５００万円の増となっております。自治体の収入に対する負債返済の割

合を示す単年度の実質公債費比率が、直近の令和３年度で１３．７％となっており、今後、近年

借り入れを行いました新庁舎建設事業やデジタル防災行政無線導入事業といった大型事業の返済

が加われば、さらに上昇する見込みとなります。なお、３か年平均の実質公債費比率は１３．５

％ですが、この値が１８％以上になりますと、新たな起債の借入に鳥取県の許可が必要となりま

す。財政運営がより一層厳しさを増すこととなります。

令和５年度当初予算では、収支不足を補うため、約１億７，５００万円を基金から繰り入れ、

歳入に充てております。今後もこうした収支不足の状況が続くことが見込まれます。このままの

財政運営では、数年後には基金は枯渇し、収支不足を埋め切れない状況が見込まれます。より抜

本的な行財政改革が必要であり、取り組んでいく所存でございます。

続きまして、冒頭の行財政方針に基づき編成した、新年度予算の概略について述べさせていた

だきます。令和５年度一般会計歳入歳出予算総額は、４９億５，０００万円でございます。別途
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特別会計といたしましては、１１会計、歳入歳出予算総額１３億９，０８１万６，０００円。一

般会計と合わせますと６３億４，０８１万６，０００円となります。公営企業会計は２会計で、

簡易水道事業会計は、収益的収入７，７６０万８，０００円。収益的支出１億２，０２３万７，

０００円、資本的収入１億７６３万３，０００円、資本的支出１億２，０６９万１，０００円、

下水道等事業会計は、収益的収入１億５，６０５万４，０００円、収益的支出１億６，６９９万

３，０００円、資本的収入１億５，７６２万５，０００円、資本的支出１億９，９２４万９，０

００円でございます。以上、令和５年度一般会計並びに特別会計、公営企業会計当初予算１４議

案を提案させていただきます。ご審議のほどよろしく御願い申し上げます。

○議長（三好 晋也君） 以上１４議案の個別質疑については、予算特別委員会で行いますが、総

括的な質疑がございましたらお願いいたします。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので、日程第１９、議案第１９号、令和５年度鳥取県日野郡江府町

一般会計予算から、日程第３２、議案第３２号、令和５年度江府町下水道等事業会計予算まで、

以上１４議案の質疑は終了します。

・ ・

日程第３３ 特別委員会の設置及び付託について

○議長（三好 晋也君） 日程第３３、特別委員会の設置及び付託についておはかりします。議長

発議として、令和５年度予算審議議案の１４件は、特別委員会を設置し、これに付託して審査す

ることにしたいと思います。

ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） 異議なしと認めます。よって、予算審議は、特別委員会を設置して付託

審査とすることに決しました。

続いて、議長発議として、各特別委員会の名称並びに委員の構成は、江府町議会委員会条例第

５条の規定により、一般会計予算特別委員会とし５名、特別会計予算特別委員会とし４名をもっ

て、それぞれの特別委員会を設置し、以上の委員数で構成することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） 異議なしと認めます。

よって、各特別委員会の設置並びに委員の構成は、議長発議のとおり決しました。

おはかりいたします。各特別委員会の委員の指名は、江府町議会委員会条例第６条の２の規定
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により、議長において指名することとし、一般会計予算特別委員会委員には、川端雄勇議員、阿

部朝親議員、森田哲也議員、加藤周二議員、三好晋也の５名。

特別会計予算特別委員会委員には、長岡邦一議員、三輪英男議員、川端登志一議員、芦立喜男

議員の４名を指名いたします。

これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ご異議なしと認めます。

よって、所属委員は、議長指名のとおり決しました。

ここで暫時休憩とし、その間に各特別委員会では、直ちに正副委員長を互選し、議長まで報告

をいただきます。

暫時この場で休憩いたします。

午前１１時１５分休憩

午前１１時１６分再開

○議長（三好 晋也君） 再開いたします。

各特別委員会より報告のあった正副委員長を公表いたします。

一般会計予算特別委員会委員長、阿部朝親議員。副委員長、森田哲也議員。特別会計予算特別

委員会委員長、川端登志一議員。副委員長、芦立喜男議員の以上であります。

各委員会に付託する議案は、次のとおりであり会期中の審査として付託します。

一般会計予算特別委員会は、議案第１９号を。特別会計予算特別委員会は、議案第２０号から、

議案第３２号まで以上１４件を、それぞれの委員会に付託するので、会期中に結果の報告を求め

ます。

・ ・

日程第３４ 議案第３３号 から 日程第４３ 議案第４２号

○議長（三好 晋也君） 続きまして、日程第３４、議案第３３号、令和４年度鳥取県日野郡江府

町一般会計補正予算（第１１号）から、日程第４３、議案第４２号、令和４年度江府町下水道等

事業会計補正予算（第２号）まで、以上、１０議案を議題とし、本案の審議を先議いたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 議案第３３号でございます。令和４年度鳥取県日野郡江府町一般会計補
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正予算（第１１号）でございます。本案は、令和４年度鳥取県日野郡江府町一般会計予算の総額

から、歳入歳出それぞれ１億２，０２０万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ４９億３，３０７万１，０００円といたすものでございます。

続きまして、議案第３４号でございます。令和４年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会

計（事業勘定）補正予算（第２号）でございます。本案は、規定の予算総額から歳入歳出それぞ

れ２３８万９，０００円を増額し、歳入歳出予算の総額を、それぞれ３億６，５９７万１，００

０円といたすものでございます。

続きまして、議案第３５号でございます。令和４年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会

計（施設勘定）補正予算（第４号）でございます。本案は、規定の予算総額から歳入歳出それぞ

れ１，２８０万６，０００円を増額し、歳入歳出予算の総額を、それぞれ２億５，０８４万８，

０００円といたすものでございます。

続きまして、議案第３６号でございます。令和４年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会

計（保険事業勘定）補正予算（第３号）でございます。本案は、規定の予算総額から歳入歳出そ

れぞれ１，７９０万９，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、それぞれ６億５，０３４万

３，０００円といたすものでございます。

続きまして、議案第３７号でございます。令和４年度鳥取県日野郡江府町介護老人保健施設特

別会計補正予算（第３号）でございます。本案は、規定の予算総額から歳入歳出それぞれ９８３

万７，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、それぞれ１億２６５万２，０００円といたす

ものでございます。

続きまして、議案第３８号でございます。令和４年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）でございます。本案は、規定の予算総額から歳入歳出それぞれ７１万６，

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、それぞれ５，６３７万５，０００円といたすもので

ございます。

続きまして、議案第３９号でございます。令和４年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計補

正予算（第５号）でございます。本案は、令和４年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計予算

の総額から、歳入歳出それぞれ６９６万７，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

２，３７４万５，０００円といたすものでございます。

続きまして、議案第４０号でございます。令和４年度鳥取県日野郡江府町米沢財産区特別会計

補正予算（第１号）でございます。本案は、令和４年度鳥取県日野郡江府町米沢財産区特別会計

予算の総額に歳入歳出それぞれ４３４万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ
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８６４万５，０００円といたすものでございます。

続きまして、議案第４１号でございます。令和４年度江府町簡易水道事業会計補正予算（第２

号）でございます。本案は、収益的収支につきましては、水道事業収益１０６万９，０００円を

増額、水道事業費用４６５万１，０００円を減額し、補正後の予算額をそれぞれ水道事業収益７，

３８８万７，０００円、水道事業費用１億６８６万４，０００円といたすものでございます。ま

た、資本的収支につきまして、資本的収入を１，６２８万６，０００円、資本的支出を１，５７

２万３，０００円減額し、補正後の予算額をそれぞれ資本的収入１億６，７８８万２，０００円、

資本的支出１億８，５３１万３，０００円といたすものでございます。

議案第４２号でございます。令和４年度江府町下水道等事業会計補正予算（第２号）でござい

ます。本案は、収益的収支につきましては、下水道事業収益８９万３，０００円を減額、下水道

事業費用６４万５，０００円を増額し、補正後の予算額をそれぞれ下水道事業収益１億７，０６

７万８，０００円、下水道事業費用１億８，３５３万７，０００円といたすものでございます。

また、資本的収支につきまして、資本的収入を６６１万４，０００円、資本的支出を３８２万２，

０００円減額し、補正後の予算額をそれぞれ、資本的収入１億２，４３３万７，０００円、資本

的支出１億６，５４４万４，０００円といたすものでございます。以上、一般会計、特別会計、

公営企業会計補正予算１０議案につきましては、地方自治法第９６条第１項第２号の規定により、

議会の議決を得たく提案いたすものでございます。なお、議案の詳細につきましては、担当に説

明させますが、いずれも速やかな執行を要する案件があるため、先議をお願いいたします。よろ

しくお願いいたします。

○議長（三好 晋也君） 生田総務課長。

○総務課長（生田 志保君） 失礼します、議案第３３号、一般会計補正予算（第１１号）の概要

についてご説明をいたします。議案書と別に配付しております、本会議資料をご覧になっていた

だきたいと思います。本会議資料をまずご覧ください、歳入歳出それぞれ１億１，９２０万２，

０００円を減額する一般会計補正予算の概要をまとめております。まず、今回の補正の内容です

けれども、年度末を迎えまして事業費の確定、あるいは精算に伴います増減の整理がほとんどで

ございます。これに伴う財源の精算が生じたということが今回の補正の対応です。それに応じま

して、大きく動いたもの主だったものを歳出を中心にかいつまんでご説明申し上げたいと思いま

す。まず、歳出の一番上でございます、ふるさと納税推進事業です。年度当初から、先程、行政

報告でもさせていただきましたように、月ごとの実績が前年比倍増ということが続いてまいりま

した。昨年度、補正のたびに少しずつ増額をさせていただいたんですけれども、今年度９月補正
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におきまして、年度末の実績を想定しました増額補正を行っております。それに対して実績を鑑

みまして、今回歳入を１億円減額。これに伴いまして、返礼品やシステム使用料などの経費分、

こちらの５，０００万円分を減額いたします。以下、事業費の確定それから精算に伴う増減とな

りますけれども、下がっていただきまして、土木費、道路維持費こちらが大きく増額をしており

ます。これはご承知のとおりでございますけれども、年末年始大変な降雪となりました。除雪で

大変経費が掛かっておりますが、特にこの冬は倒木等に対する対応等が頻回にありましたことか

ら、道路修繕工事の請負費１，０４９万円を増額させていただきたいと思います。その下に直接、

除雪の委託に関する経費３，６５２万９，０００円を増額。同じく県道に係ります除雪経費１，

８７５万２，０００円の増額でございます。この県道に係る経費につきましては、上をご覧にな

っていただきますと分かりますように全額県費として入ってまいるものでございます。次に議案

書の５ページをご覧ください、事業の執行の関係上、年度内に支出を終わる見込みがどうしても

経たない事業がいくつかございます。こちらの繰越明許費をお願いするものです。これにつきま

しては、年度を超えて執行を認めていただきたく、この度の補正予算の内容として加えさせてい

ただいております。事業は、一覧に掲げているとおりでございますけれども、出来うる限り早期

の執行を図るよう努めてまいりたいと思います。次に、６ページをご覧ください、第３表、地方

債の補正です。辺地対策事業、過疎対策事業の補正が生じましたので限度額３億８５４万６，０

００円を３億３，２９４万６，０００円に増額するものでございます。こちら議案書、事項別明

細書をこの後に付けておりますので、ご確認をいただきましてご承認賜りますようよろしくお願

いいたします。議案第３３号、一般会計補正予算（第１１号）の説明は以上でございます。

○議長（三好 晋也君） 松原住民生活課長。

○住民生活課長（松原 順二君） 失礼します、議案第３４号、令和４年度国民健康保険特別会計

（事業勘定）補正予算（第２号）の概要について説明させていただきます。先程、本会議資料の

一般会計の次のページをご覧いただければと思います。議案書もその続きとなっております。今

回の補正につきましては、２３８万９，０００円を増額しまして、補正後の予算を３億６，５９

７万１，０００円とするものでございます。今回の補正につきましては、決算見込みによる予算

の調整が主なものでございます。内訳としまして、大きなものとしましては、県支出金、県補助

金、保険給付費等交付金３８９万９，０００円の増とはなっておりますが、こちらにつきまして

は、下段の歳出のほうに国保事業会計操出金、特別調整交付金へき地直診５８１万９，０００円、

これが入ってきておりまして、他の事業費分それからシステム改修分などと調整しまして、歳入

としては３８９万９，０００円の増となっております。他につきましては、実際の見込みにつき
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まして、調整をしたものでございます。歳出につきましては、主なものは先程も申し上げました

とおり国保施設勘定への操出金特別調整交付金分でございまして、そのほかは予算の調整の増減

でございます。

続きまして、本会議資料１枚おはぐりいただきまして、議案第３５号、令和４年度国民健康保

険特別会計（施設勘定）補正予算（第４号）の概要について説明させていただきます。今回の補

正は、補正額１，２８０万６，０００円増でございます。補正後の予算額を２億５，０８４万８，

０００円とするものでございます。今回のこちらの補正につきましても、実績見込みによります

予算の増減でございますが、主なものにつきましては、先程、事業勘定で申し上げました一般会

計繰入金９７８万６，０００円の増としておりますが、この内、先程申し上げました調整交付金

などの増、特別交付税分などが実際にこれだけ入ってきますので、こちらのほう歳入を増やして

おります。雑入につきましては、ＰＣＲ検査等の手数料で入ってきたものでございます。これに

伴いまして、歳出のほうは主には一般管理費それから医療材料器具費、賃借料などそういったも

のは実績見込みにつきましての減でございます。そのほかは、財政調整基金への積み立てという

ことで、１，９９５万６，０００円を基金のほうに積み立てていただく予算としております。

続きまして、次のページの議案第３６号、令和４年度介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

補正予算（第３号）の概要について説明させていただきます。今回は補正額１，７９０万９，０

００円の減でございます。これに伴いまして、補正後の予算額６億５，０３４万３，０００円と

するものでございます。こちらにつきましては、まず歳出の下段のほうをご覧いただければと思

いますが、保険給付費の介護保険サービス給付費が３，３００万の減としております。こちらに

つきましては、サービスの給付見込みによるものでございます。これに伴いまして、それぞれの

歳入の負担区分、国支払基金交付金、県国保支出金などを調整させていただいております。保険

料につきましては、実績に基づきましてた見込みでございます。そのほかは、事務的経費を多少

増減させていただいているものでございます。

続きまして、おはぐりいただきまして、本会議資料、議案第３７号、令和４年度介護老人保健

特別会計補正予算（第３号）の概要についてでございます。こちらにつきましては、補正額９８

３万７，０００円の減でございます。補正後の予算額を１億２６５万２，０００円とするもので

ございます。こちらにつきましては、介護老人保健施設の委託料などを施設工事、改修工事の請

負費の執行、入札によります執行残を減額したものでございます。それに伴いまして、一般会計

の繰入金、地方債の借入金も減額しているところでございます。

続きまして、議案第３８号、令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の概要に
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ついて説明させていただきます。こちらにつきましては、補正額７１万６，０００円の減でござ

います。補正後の予算額を５，６３７万５，０００円とするものでございます。こちらにつきま

しては、後期高齢者医療の保険料の実績見込みがほぼ整いましたので、それに併せまして、予算

の調整を図ったものでございます。保険料徴収したものは全て広域連合に納付しておりますので

歳入減した分を歳出も減しているものでございます。以上でございます。

○議長（三好 晋也君） 生田総務課長。

○総務課長（生田 志保君） 失礼します、議案第３９号、索道事業特別会計補正予算についてご

説明をいたします。議案書をお願いします、３ページの歳入でございます。繰入金６９６万７，

０００円の減。そして、４ページをご覧いただきまして、歳出、索道管理費６９６万７，０００

円の減としております。主な補正内容としましては、事項別明細書に掲げておりますが、本年度

導入を予定しておりました乗用の草苅機につきまして、年度内の納品が見込めないこととなりま

したために、この際、一旦減額いたすものでございます。この財源の一般会計からの繰入金も同

様に減額するものです。その他内容はご確認いただきまして、ご承認賜りますようよろしくお願

いいたします。索道事業会計補正予算の説明は以上です。

○議長（三好 晋也君） 末次産業建設課長。

○産業建設課長（末次 義晃君） 失礼します、議案第４０号、令和４年度鳥取県日野郡江府町米

沢財産区特別会計補正予算（第１号）のご説明をさせていただきたいと思います。議案綴りのほ

うをご覧いただければと思います。１枚おはぐりくださいませ、１ページでございます、第１表、

歳入歳出予算補正ということで、歳入でございます。財産収入としまして、財産運用収入マイナ

ス４，０００円、基金の利息でございます。それから１０番としまして、財産売払収入マイナス

２０万円でございます。それから、繰入金としまして、基金会計からの繰入金でございますが、

マイナス３０万円でございます。前年度繰越金につきましては、額の確定に伴いまして９，００

０円補正をさせていただいているところでございます。諸収入でございます、４８４万円の増額

補正でございますが、こちらにつきましては、鏡ヶ成造林地のほうで分収林の伐採をしておるわ

けですが、この伐採した木材の販売に係る収益、分集金を収入として見込んでいるものでござい

ます。歳入の補正総額４３４万５，０００円でございます。続きまして、次ページ歳出でござい

ます、款の５財産区管理会費につきましてですが、３９５万２，０００円の補正でございます。

内訳としまして、５の財産区管理会費のほうで５５万円の減額でございます。こちらにつきまし

ては、財産区管理会の委員さんの視察研修を予定しておりましたが、コロナの影響で中止をした

ために減額をさせていただいているものでございます。それから、１０．事業費のほうでござい
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ますが、４５０万２，０００円の増額でございます。こちらにつきましては、先程歳入の諸収入

の部分で申し上げましたが、鏡ヶ成造林地の分収造林の収益金を支払うものでございます。当該

地につきましては、御机の使用権付与地ということでございますので、御机集落に対してお支払

いを予定しているものでございます。以上、歳出総額４３４万５，０００円の増額でございます。

次ページ以降、歳入歳出補正予算の事項別明細書それから詳細の説明等付けておりますので後程

ご覧いただければと思います。よろしくお願いをいたします。

○議長（三好 晋也君） 続いてお願いします。

○産業建設課長（末次 義晃君） では、引き続き失礼いたします。議案第４１号、令和４年度江

府町簡易水道事業会計補正予算（第２号）のご説明をさせていただきます。引き続き、議案のほ

うをご覧いただければというふうに思います。第２条、収益的収入及び支出の補正でございます。

先程、町長の提案説明の中で申し上げられましたので、こちらのほうは、内容についてご覧いた

だければというふうに思います。第３条、資本的収入及び支出の補正でございますが、こちらの

ほうに予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予算額を次のとおり補正し、括弧書き中１，６

８６万８，０００円を１，７４３万１，０００円に改めるとあります。こちらにつきましては、

その下段にあります資本的収入支出の合計欄、一番上を見ていただければと思うんですが、収入

のほうが不足している状況でございます。こちらにつきまして、当年度分の損益勘定保留金をも

って充てるということ、その額を明記しているものでございます。続きまして、第３条の内訳に

つきましても、先程、提案説明の中で申し上げておりますので、省略をさせていただきます。第

４条、企業債でございます。起債に係る限度額を明記している分でございます。予算第５条の表、

簡易水道事業の項中７，２１０万円を６，２１０万円に、この部分が簡易水道事業債に係る限度

額の部分でございます。同表過疎対策事業１，５３０万円を１，１７０万円に、こちらが過疎債

の部分でございます、に改め、また同表、辺地対策事業の項中４，３６０万円を３，６１０万円

に改める。こちらのほうが辺地債に係る部分に改めるとさせていただいております。続きまして、

２ページでございます。第５条、議会の議決を経なければ流用することができない経費でござい

ますけども、予算第８条第１項第１号中、４９６万８，０００円を５０４万８，０００円に改め

るとあります。こちらについては、職員の給与費を定めているものでございます。続きまして、

第６条、他会計からの補助金でございます。予算第９条中２，１２０万４，０００円を１，４４

３万６，０００円に改めるとあります。こちらにつきましては、一般会計から簡易水道会計への

補助金の額を示したものでございます。補正予算の内容の詳細についてご説明をさせていただき

ます。議案書をおはぐりいただいて１１ページをご覧いただけますでしょうか。よろしいでしょ
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うか、令和４年度江府町簡易水道事業会計予算明細書というページでございます。まず、収益的

収入及び支出でございます。まず、収入でございますが、簡易水道事業収益補正予定額１０６万

９，０００円でございます。内訳としまして、営業収益が８２万４，０００円の増額でございま

す。その内訳でございますが、まず、給水収益のほうが５９万円、水道使用量でございますけど

も、増額補正させていただいておるところでございます。続きまして、営業外収益でございます、

１７万１，０００円の増額でございます。中身でございますけども、まずは補助金のほうがマイ

ナスで６７６万８，０００円の減額となっております。こちらにつきましては、深山口水路に係

る試験費に係る補助金を受け入れる予定でございましたが、事業の先送りと延伸になっておりま

して、それを減額させていただいているものでございます。それから、消費税の還付金でござい

ます。こちらについては、申告確定に伴いまして、６８１万５，０００円を補正計上させていた

だいているところでございます。下段の支出のほうでございます、簡易水道事業費用マイナスで

４５６万１，０００円でございます。内訳としまして、営業費用５９万１，０００円でございま

す。こちらについては、内訳ですけども、原水及び浄水費のほうでマイナス６５０万６，０００

円でございます。主なものとしましては、先程申し上げました深山口水道に係る調査費の減額６

７２万４，０００円が主なものでございます。その次、配水及び給水費でございます。６５万８，

０００円の増額でございます。こちらにつきましては、人件費それから光熱水費等の調整に係る

ものを計上させていただいているところでございます。続きまして、右のページ、１２ページに

移っていただきまして総掛費でございます、１０万３，０００円の減額でございます。それから、

特別損失でございますが、１２５万９，０００円でございます。その他、特別損失ということで

こちらにつきましては、大河原の配水池の工事を実施したことに伴うものでございます。続きま

して、資本及び収入のほうでございます。まず、収入の部分でございます。資本的収入マイナス

の１，６２８万６，０００円でございます。内訳といたしまして、企業債マイナスの２，１１０

万円でございます。こちらにつきましては、大河原の配管事業を伴う減額でございます。それか

ら、続きまして負担金でございます。負担金のほうが５２２万５，０００円の増額となっており

ます。内訳としまして、他会計からの負担金でございますが、主な内容としましては、武庫地区

等で消火栓等新しくさせていただいております。それにつきまして、一般会計から負担金をいた

だいて事業を実施した部分でございます。続きまして、出資金でございます。マイナスで４１万

１，０００円となっております。続きまして、支出でございます。資本的支出マイナスで１，５

７２万３，０００円となっております。内訳としましては、建設改良費で同額でございますが、

更に内訳としまして、取水設備費のほうでマイナスの７９３万円でございます。こちらのほう、
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内訳としましては、まず委託料でマイナス６００万円となっておりますが、これが深山口の調査

費の取りやめ分でございます。それから、工事請負費マイナス１９３万円としておりますが、こ

れはテレメーターの交換等に係る出来高で減額をさせていただいたものでございます。それから、

配水管設備改良費でございますが、こちらのほうもマイナスの７７９万３，０００円でございま

す。こちらにつきましては、大河原地区の配水管の敷設工事の実績に伴いまして、減額をさせて

いただいたものでございます。そのほか、ほかのページになりますが、キャッシュフロー、それ

から給与明細、貸借対照表を付けておりますので、また後程ご覧いただければと思います。議案

第４１号については以上でございます。

続きまして、議案第４２号のほうに移らさせていただければと思います。１枚おはぐりくださ

い、令和４年度江府町下水道等事業会計補正予算（第２号）でございます。第２条、収益的収入

及び支出の補正、内容についてはご確認をいただければというふうに思います。第３条、資本的

収入及び支出の補正でございます。先程、簡易水道のところでも申し上げましたが、資本的収入

支出の額を見比べていただきますと収入のほうが少なくなっております。この収入の不足する部

分について、簡水と同じように当年度分の損益勘定保留金から差額を補てんすると、その額を定

めたものでございます。右の２ページのほうにお移りください。第４条、企業債でございます、

起債の借り入れ限度額の部分でございますが、予算第５条の表、過疎対策事業の項中４３０万円

を３６０万円に。過疎債分でございます。同表辺地対策事業７０万円を５０万円にこちらが辺地

債分でございます。同表下水道事業債の項中５２０万円を４２０万円に改めさせていただきます。

また、同表計中の項中、こちらのほうが起債全ての合計の額ということになるわけですが、７，

３１０万円を７，１２０万円に改めるというものでございます。それから第５条でございます、

議会の議決を得なければ流用することができない経費ということでございますが、予算第８条第

１項第１号中９０４万３，０００円を８４４万６，０００円に改めるとさせていただいておりま

す。こちらについては、関係する職員の給与費でございます。第６条、他会計からの補助金でご

ざいます。予算第９条中７，１５９万１，０００円を６，９８４万２，０００円に改めるとさせ

ていただいております。こちらについては、一般会計からこの下水道等事業会計への補助金額を

示したものでございます。議案のほうをおはぐりいただきまして、１１ページをご覧いただけま

すでしょうか。令和４年度江府町下水道等事業会計明細書のページでございます。上からご説明

を申し上げます。まず、収益的収入及び支出でございます。収入としまして、下水道事業収益で

８９万３，０００円の減額でございます。内訳としまして、まず、営業収益の方ですが、４５万

５，０００円の減額でございます。下水道使用料で３０万２，０００円の減額、それから国庫補
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助金としまして１５万３，０００円の減額でございます。こちらについては、浄化槽の国庫補助

金についてのものでございます。続きまして、営業外収益でございます。１４９万４，０００円

の減額でございます。こちらについては、一般会計からの補助金なり負担金を精査させていただ

いているものでございます。それと、消費税の還付金ということで、８５万１，０００円を増額

させていただいております。続きまして、特別利益でございます。１０５万６，０００円でござ

います。内訳としましては、過年度損益修正益ということで８万円。消費税に係るものでござい

ます。それから、その他特別利益でございます。９７万６，０００円でございます。こちらにつ

いては、償却資産に係るものでございます。続きまして、その支出でございます。下水道事業費

用合計で６４万５，０００円を増額補正させていただいております。内訳ですが、まず、営業費

用のほうでございます。マイナスで１２５万９，０００円の補正、内訳といたしまして、管渠費

マイナスで２２１万８，０００円でございます。こちらの主なものといたしましては、委託料の

分でございます。マイナス２５０万となっておりますが、不明水の調査のほう、今年度実施がで

きておりません。事業を次年度に先送りをさせていただきたいということで減額をさせていただ

いているところでございます。それからポンプ場費１万９，０００円の増額。処理場費４５万９，

０００円の増額。総係費２１万円の減額としております。内容については、ご覧いただければと

思いますが、人件費に係るもの、それから光熱水費の高騰に伴う補正内容とさせていただいてい

るところでございます。あと、営業外費用４，０００円企業債の利息、それから特別損失としま

して１９０万円、こちらにつても減価償却に係るものでございます。次のページ１２ページに移

っていただきまして、資本的収入及び支出でございます。まず、収入でございますが、資本的収

入につきましてマイナスの６６１万４，０００円でございます。こちらについては、まず、企業

債としましてマイナス１９０万円、出資金につきましてもマイナスの４７１万４，０００円とい

うふうにさせていただいておりますが、こちらのほう各事業の出来高に併せて減額をさせていた

だいているものでございます。下段の支出でございます、資本的支出でマイナスの３８２万２，

０００円でございます。内訳といたしまして、管路建設改良費のほうでマイナスの２３９万５，

０００円計上させていただいております。この内容につきましては、川筋地区それから下蚊屋地

区における警報器の更新を行っておりますが、こちらの出来高に併せて減額をさせていただいて

いるものでございます。下段の処理場建設改良費につきましても、執行実績を鑑みましてマイナ

スの１４２万７，０００円を計上させていただいているところでございます。そのほか、先程と

同様にキャッシュフローそれから給与明細、貸借対照表についても付けておりますので、またお

読み取りいただければと思います。以上よろしくお願いいたします。
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○議長（三好 晋也君） これより議案に対する質疑を行います。

質疑、討論、採決の進行は、１議案ごとに処理進行いたします。

日程第３４、議案第３３号、令和４年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第１１号）。

議案第３３号の質疑を行います。

阿部議員。

○議員（５番 阿部 朝親君） どちらかの間違いだと思いますけども、先程、一般会計補正で町

長さんが言われた数字が補正額が１億２，０２０万２，０００円と言われたと思いますが、補正

予算の総務課長の説明は１億１，９２０万２，０００円という１００万円違う数字だったと思い

ますけども、それは町長さんの提案間違いということでよろしいでしょうか。

○議長（三好 晋也君） 生田課長。

○総務課長（生田 志保君） 失礼します、町長そのままお読みになったと思いますので、私が提

案説明の書き方を間違えてしまったと思われます。一般会計補正予算の議案第３３号の１ページ

目に書いております、第１条の額が合っております。大変申し訳ありませんでした。

○議長（三好 晋也君） よろしいですか。

○議員（５番 阿部 朝親君） はい。

○議長（三好 晋也君） 他にございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（三好 晋也君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第３３号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ご異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしまし

た。

日程第３５、議案第３４号、令和４年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（事業勘

定）補正予算（第２号）。

議案第３４号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕
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○議長（三好 晋也君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（三好 晋也君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第３４号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしました。

日程第３６、議案第３５号、令和４年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘

定）補正予算（第４号）。

議案第３５号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（三好 晋也君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第３５号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしました。

日程第３７、議案第３６号、令和４年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業

勘定）補正予算（第３号）。

議案第３６号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（三好 晋也君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第３６号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしました。

日程第３８、議案第３７号、令和４年度鳥取県日野郡江府町介護老人保健施設特別会計補正予

算（第３号）。

議案第３７号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（三好 晋也君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第３７号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしました。

日程第３９、議案第３８号、令和４年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）。

議案第３８号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（三好 晋也君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第３８号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしました。

日程第４０、議案第３９号、令和４年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計補正予算（第５

号）。

議案第３９号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕
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○議長（三好 晋也君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（三好 晋也君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第３９号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしました。

日程第４１、議案第４０号、令和４年度鳥取県日野郡江府町米沢財産区特別会計補正予算（第

１号）。

議案第４０号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（三好 晋也君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第４０号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしました。

日程第４２、議案第４１号、令和４年度江府町簡易水道事業会計補正予算（第２号）。

議案第４１号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（三好 晋也君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第４１号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（三好 晋也君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしました。

日程第４３、議案第４２号、令和４年度江府町下水道等事業会計補正予算（第２号）。

議案第４２号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（三好 晋也君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第４２号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしました。

・ ・

日程第４４ 陳情書の処理について

○議長（三好 晋也君） 続きまして、日程第４４、陳情書の処理についてを議題といたします。

受理した陳情書は、タブレットに配信しました陳情文書表のとおりです。

おはかりいたします。陳情第１号、第３号、第４号、第５号は、総務経済常任委員会に、陳情

第２号は、教育民生常任委員会に会期中に審査することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三好 晋也君） ご異議なしと認めます。

よって、陳情５件は、所管の委員会に付託することに決しました。会期中の審査をお願いいた

します。

・ ・

○議長（三好 晋也君） 以上で、本日の議事日程は、全部終了いたしました。

これをもって散会といたします。ご苦労様でした。

午後０時０３分散会

－３９－


